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１
…
「
古
漢
融
合
一
題
＋
現
代
文
二
題
」
の
大
問
三
題
＝
例
年
通
り
の
出
題
形
式
。 

２
…
表
向
き
古
漢
融
合
問
題
で
あ
る
大
問
一
は
、
実
は
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
古
文
問
題
と
漢
文
問
題
二
題
。
古
文
・
漢
文
の

基
本
的
な
読
解
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。 

３
…
現
代
文
は
二
題
と
も
哲
学
的
論
考
が
出
題
。
早
大
各
学
部
の
中
で
も
最
も
抽
象
的
で
硬
質
の
評
論
を
課
す
傾
向
は
相
変
わ

ら
ず
。
大
問
二
は
言
語
論
。
対
比
構
造
を
重
視
し
た
読
解
が
有
効
。
大
問
三
で
は
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
登
場
し
た
現
代
文

の
要
約
問
題
が
本
年
度
も
継
続
。 

 こ
ん
な
力
が
求
め
ら
れ
る
！ 

古
文
は
語
句
・
文
法
の
基
本
的
知
識
に
習
熟
す
る
だ
け
で
な
く
、
文
章
の
構
成
や
人
物
関
係
を
的
確
に
整
理
す
る
「
論
理
的

読
解
力
」
も
求
め
ら
れ
る
。
漢
文
は
例
年
古
文
に
比
べ
て
平
易
だ
が
、
ほ
ぼ
毎
年
出
題
さ
れ
る
返
り
点
の
問
題
は
比
較
的
他
の

設
問
よ
り
高
度
な
た
め
、
頻
出
の
句
法
や
語
句
の
知
識
に
加
え
て
文
型
（
主
語
・
述
語
な
ど
の
文
の
構
造
）
を
意
識
し
た
定
期

的
な
読
解
練
習
が
不
可
欠
。 

現
代
文
は
、
漢
字
を
含
め
た
語
彙
、
論
理
的
思
考
力
、
頻
出
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
を
積
極
的
に
高
め
、
高
度
な
評

論
文
に
対
応
で
き
る
読
解
力
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
法
学
部
で
は
要
約
問
題
が
こ
こ
数
年
出
題
さ
れ
て
い
る
た
め
、

文
章
構
成
を
適
切
に
把
握
し
、
簡
潔
な
言
葉
で
要
約
す
る
記
述
力
の
向
上
も
意
識
し
た
い
。 

具
体
的
な
目
標
と
し
て
は
、
お
茶
ゼ
ミ
Ｏ
Ｓ
テ
キ
ス
ト
所
収
の
現
代
文
・
古
文
問
題
で
、
平
均
七
割
～
七
割
五
分
以
上
の
正

答
率
を
維
持
で
き
る
こ
と
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
試
験
問
題
で
八
割
五
分
（
一
七
〇
点
）
以
上
の
得
点
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
目

標
に
し
て
み
る
と
よ
い
。 

  

【
一
】 

        

予
想
配
点 

15
／

50
点 

〔
出
典
〕 

古
文･･･

内
藤
丈
草
「
寝
こ
ろ
び
草
」 

 

漢
文･･･

王
充
「
論
衡
」 

時
間
配
分
の
目
安 

25
／

90
分 

お
茶
ゼ
ミ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
関
連 

高
三
Ｏ
Ｓ
国
語
・
古
文
・
十
二
月
・
一
月
期 

高
三
冬
期
難
関
大
漢
文
講
座 

出
題
形
式 

選
択
式
九
問
、
記
述
式
一
問
［
段
落
区
分
問
題
・
段
落
冒
頭
の
抜
き
出
し
］ 

文
章
の
種
類
／
ジ
ャ
ン
ル 

現
代
文
・
古
文
・
漢
文
・
古
漢
融
合 

／ 

評
論
・
随
筆
・
小
説
・
物
語
・
詩
歌
・
そ
の
他   

現
代
文
・
古
文
・
漢
文
・
古
漢
融
合 

／ 

評
論
・
随
筆
・
小
説
・
物
語
・
詩
歌
・
そ
の
他 

〔
文
字
数
〕
古
文 

約
一
三
〇
〇
字 

 

漢
文 

約
二
五
〇
字 

満  

点  

50
点 

目
標
得
点  

38
点 

偏
差
値 

74 

試
験
時
間  

90
分 

〔
難
易
度
〕 

Ｃ 
 
  

２
／

24
問 

Ａ 
 
 

９
／

24
問 

Ｂ 
 
 

15
／

24
問 

〔
解
答
形
式
〕 
選
択
式 

20
／

24
問 

論
述
式 

１
／

24
問 

大
問
数 

３ ※
問
題
難
易
度
：
Ｃ
難
問
、
Ｂ
合
否
を
分
け
る
問
題
、
Ａ
正
答
す
べ
き
問
題
、
を
示
す 

小
問
数 

  

24 

記
述
式  

３
／

24
問 
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●
小
問
別
／
難
易
度
・
出
題
内
容
分
析
・
解
答
の
ポ
イ
ン
ト
・
思
考
プ
ロ
セ
ス 

●
内
容
分
析 

●
学
習
対
策 

古
文
は
、
語
彙
・
文
法
の
基
本
的
知
識
を
踏
ま
え
る
だ
け
で
な
く
、
文
章
全
体
の
構
造
ま
で
に
意
識
を
向
け
た
、

文
章
全
体
の
要
旨
を
捉
え
る
読
解
練
習
が
必
要
。 

問
一
ノ
一
［
難
易
度
Ｂ
／
古
典
文
法
問
題
／
ロ
］ 

問
一
ノ
七
（
Ⅱ
）［
難
易
度
Ａ
／
意
味
把
握
問
題
／
ケ
］ 

問
一
ノ
七
（
Ⅰ
）［
難
易
度
Ｂ
／
漢
文
・
本
文
読
解
問
題
／
ケ
］ 

問
一
ノ
六
［
難
易
度
Ｂ
／
意
味
把
握
問
題
／
ラ
］ 

問
一
ノ
五
［
難
易
度
Ｂ
／
意
味
把
握
・
理
由
説
明
問
題
／
ネ
］ 

問
一
ノ
四
［
難
易
度
Ａ
／
意
味
把
握
問
題
／
ル
］ 

問
一
ノ
三
［
難
易
度
Ｂ
／
意
味
把
握
問
題
／
リ
］ 

問
一
ノ
二
［
難
易
度
Ｃ
／
段
落
区
分
・
文
章
構
造
把
握
問
題
／
二
段
落
＝
く
る
夜
も 

三
段
落
＝
な
ほ
も
心
］ 

文
章
全
体
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
空
欄
部
の
あ
る
箇
所
が
何
を
述
べ
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
把
握
し
て
正
答
を
導
く
問
題
。

本
小
問
リ
ー
ド
文
に
あ
る
「
腕
を
つ
ね
る
故
事
の
方
を
引
用
し
つ
つ
、
そ
の
信
憑
性
に
つ
い
て
論
評
し
た
も
の
で
あ
る
」
と

の
指
摘
も
参
考
に
し
つ
つ
考
え
れ
ば
、
「
腕
を
つ
ね
る
故
事
」
の
「
虚
」
を
空
欄
部
Ａ
で
述
べ
、
そ
れ
と
対
比
的
に
挙
げ
ら

れ
た
故
事
（
母
の
歌
声
を
聞
い
て
、
母
の
来
訪
に
気
が
つ
い
た
故
事
）
の
「
実
」
を
空
欄
部
Ｂ
で
述
べ
て
い
る
こ
と
は
わ
か

っ
て
く
る
。 

直
後
の
文
「
詠
め
を
し
き
門
の
雪
遊
び
は
、
乳
母
が
た
め
に
い
な
ま
れ
、
手
に
入
れ
た
る
花
の
胡
蝶
も
、
弟
に
あ
な
ど
ら

れ
ぬ
」
が
傍
線
部
の
具
体
的
説
明
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
読
み
解
く
。 

幼
少
期
よ
り
女
性
が
「
女
と
し
て
の
振
舞
い
」
を
そ
の
身
に
修
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
た
箇
所
で
あ
る
こ
と

を
念
頭
に
、
「
は
し
ち
か
か
ら
ず
＝
端
近
か
ら
ず
」
を
読
み
解
け
ば
、
古
典
常
識
を
加
味
し
つ
つ
、
正
答
に
た
ど
り
つ
け
る

問
題
。 

早
稲
田
・
法
の
合
格
を
望
む
な
ら
、
絶
対
に
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
問
題
。
「
世
の
い
と
な
み
骨
を
た
ゆ
む
る
」
が
生
計

を
立
て
る
た
め
に
骨
身
を
惜
し
ま
ず
働
く
こ
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と
は
す
ぐ
に
わ
か
る
。
「
粉
骨
砕
身
」
な
ど
、「
骨
」
が
「
努

め
る
こ
と
」
に
つ
な
が
る
意
味
を
も
つ
こ
と
ぐ
ら
い
は
日
本
語
の
当
然
の
知
識
。 

返
読
文
字
「
以
・
与
」
な
ど
の
基
本
知
識
を
も
と
に
、
丁
寧
に
解
読
す
る
こ
と
。
フ
「
親
も
子
も
と
も
に
」
、
コ
「
親
子

の
ど
ち
ら
か
一
方
の
身
体
に
異
常
が
あ
る
と
」
な
ど
の
記
述
は
、
本
文
の
内
容
を
正
し
く
捉
え
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。
テ

は
「
身
体
に
病
が
生
じ
、
心
に
も
異
常
を
感
じ
る
」
と
し
て
「
身
体
」
と
「
心
」
と
を
並
列
的
な
事
項
と
捉
え
て
い
る
点
で

不
適
。
エ
は
「
真
の
孝
行
と
呼
べ
る
」
と
い
う
評
価
付
け
は
、
傍
線
部
の
文
中
で
は
な
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
×
。 

文
脈
を
加
味
し
て
正
答
を
探
る
こ
と
。
傍
線
部
直
前
「
明
日
あ
り
と
思
ふ
心
に
ほ
だ
さ
れ
て
」
、
ま
た
直
後
の
「
こ
の
道

の
心
に
か
か
ら
ぬ
に
は
あ
ら
ね
ど
」
の
部
分
を
ヒ
ン
ト
に
リ
を
正
答
と
す
る
。 

古
文
は
松
尾
芭
蕉
の
弟
子
の
一
人
で
あ
る
内
藤
丈
草
の
手
に
な
る
随
筆
。
人
生
の
苦
し
み
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
だ
が
、

特
に
「
女
性
の
苦
し
み
」
を
述
べ
た
部
分
が
文
章
の
大
部
分
を
占
め
る
。
漢
文
は
故
事
の
真
偽
を
評
す
る
文
章
で
、
難
関
大

の
過
去
問
で
は
、
よ
く
見
か
け
る
構
造
［
故
事
の
説
明
と
そ
の
批
評
と
い
う
構
造
］
の
文
章
。 

早
稲
田
全
学
部
を
通
じ
て
頻
出
の
、
助
動
詞
「
る
・
ら
る
」
の
意
味
識
別
問
題
だ
が
、
な
め
て
か
か
る
と
間
違
え
る
。
傍

線
部
５
は
「
自
発
」
で
あ
る
が
、
直
前
の
「
親
に
」
に
引
き
ず
ら
れ
て
「
受
身
」
と
解
釈
す
る
と
、
正
答
が
得
ら
れ
な
い
。

形
式
判
断
で
の
解
答
を
阻
む
出
題
者
の
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。 

三
段
落
目
冒
頭
を
、「
段
落
の
始
ま
り
」
と
し
て
見
つ
け
る
の
は
容
易
だ
が
、
二
段
落
目
を
見
つ
け
る
の
が
難
し
く
、
結
果

的
に
正
答
し
に
く
い
問
題
。
と
は
い
え
、
二
段
落
目
が
把
握
で
き
な
く
と
も
他
の
小
問
へ
の
影
響
は
な
く
、
あ
る
意
味
捨
て
問
。 

※
問
題
難
易
度
：
Ｃ
難
問
、
Ｂ
合
否
を
分
け
る
問
題
、
Ａ
正
答
す
べ
き
問
題
、
を
示
す 

漢
文
も
、
単
な
る
句
法
の
知
識
に
留
ま
ら
な
い
、
全
体
の
要
旨
を
捉
え
る
読
解
練
習
が
必
要
。 
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本
文
の
意
味
段
落 

 

問
一
ノ
七
（
Ⅲ
）［
難
易
度
Ｃ
／
意
味
把
握
問
題
／
キ
］ 

各
選
択
肢
の
内
容
が
多
少
紛
ら
わ
し
い
た
め
厄
介
さ
は
あ
る
も
の
の
、
（
Ⅱ
）
同
様
丁
寧
な
読
解
に
徹
す
れ
ば
、
正
答
は

得
ら
れ
る
は
ず
。
「
能
・
不
能
」
の
句
法
を
正
し
く
捉
え
た
選
択
肢
を
選
び
出
す
こ
と
で
対
応
で
き
る
。
サ
は
「
小
さ
な
動

き
を
さ
さ
え
る
力
」
と
い
う
部
分
、
メ
は
「
子
ど
も
の
時
分
は
」
と
い
う
部
分
、
ミ
は
「
目
に
見
え
な
い
微
細
な
力
」
と
い

う
部
分
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
精
気
能
小
相
動
」
の
説
明
と
し
て
不
適
。
ユ
は
「
偉
大
な
こ
と
」
と
い
う
部
分
が
「
不
能
大
相
感
」

の
部
分
の
説
明
と
し
て
不
適
。 

問
一
ノ
七
（
Ⅳ
）［
難
易
度
Ｂ
／
返
り
点
問
題
・
文
型
把
握
問
題
／
ヱ
］ 

文
頭
の
動
詞
「
聞
」
の
目
的
語
の
範
囲
が
「
曾
子
之
孝
、
天
下
少
双
」
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
「
為
（
た
め
に
）
」
の
後

に
「
曾
子
之
孝
、
天
下
少
双
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
正
し
く
捉
え
ら
れ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
。
「
曾
子
の
親
孝
行
さ
に

つ
い
て
天
下
に
並
ぶ
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
そ
の
た
め
に
、
世
の
人
が
『
母
が
腕
を
つ
ね
っ
て
息
子

に
知
ら
せ
た
』
と
い
う
、
現
実
に
は
あ
り
得
な
い
故
事
と
し
て
生
ま
れ
た
」
と
い
う
の
が
こ
の
文
の
意
味
で
あ
り
、
そ
し
て

こ
の
問
題
文
全
体
の
結
論
で
あ
る
。 

【
二
】 

       

●
学
習
対
策 

 

①
「
言
い
換
え
」
と
「
対
比
」
の
構
造
に
も
と
づ
い
た
評
論
の
読
解
練
習
。 

②
「
本
文
を
意
味
段
落
に
区
切
る
」
訓
練
。 

③
「
通
説
・
常
識
←
→
常
識
批
判
（
筆
者
の
立
場
）
」
と
い
う
対
比
構
造
が
「
あ
り
き
た
り
」
で
は
な
い
評
論
文
（
ど
ち
ら

が
「
常
識
」
か
わ
か
り
に
く
い
文
章
）
に
慣
れ
る
必
要
が
あ
る
。 

●
内
容
分
析 

①
意
見
提
示
（
１
段
落
） 

言
語
生
活
＝
人
間
生
活
全
体 

②
証
明
１
‐
１
（
２
～
３
段
落
） 

赤
ん
坊
に
も
言
語
生
活
は
あ
る 

③
証
明
１
‐
２
（
４
～
５
段
落
） 

「
叫
び
声
」
も
言
語
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る 

④
証
明
１
‐
３
（
６
～
９
段
落
） 

言
葉
を
成
立
さ
せ
る
の
は
聞
き
取
る
側
（
お
と
な
の
側
） 

⑤
証
明
２
‐
１
（
１０
～
１５
段
落
） 

「
叫
び
（
自
然
）
か
ら
言
語
（
文
化
）
が
生
ま
れ
た
」 

 

⇔
〈
の
で
は
な
く
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
言
語
が
先
（
も
と
も
と
存
在
し
た
）
、
叫
び
を
取
り
込
む
」 

⑥
証
明
２
‐
２
（
１６
～
１９
段
落
） 

 

「
言
語
は
意
味
を
支
持
す
る
記
号
（
道
具
）」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
言
語
生
活
は
人
間
の
生
活
の
一
部
） 

 

⇔
〈
で
は
な
く
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
言
葉
と
言
葉
が
共
鳴
し
合
っ
て
、
言
葉
そ
の
も
の
の
世
界
を
表
示
す
る
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
言
語
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
人
間
は
人
間
に
な
る
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
言
語
生
活
は
人
間
生
活
の
全
体
） 

⑦
補
足
（
２０
段
落
） 

「
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
思
考
法
」
で
は
な
く
「
ポ
ス
ト
構
造
主
義
的
思
考
法
」 

〔
出
典
〕 

森
本
和
夫
「
沈
黙
の
言
語
」 

お
茶
ゼ
ミ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
関
連 

高
三
Ｏ
Ｓ
国
語
・
現
代
文
・
十
二
月
・
一
月
期 

時
間
配
分
の
目
安 

30
／

90
分 

予
想
配
点 

15
／

50
点 

出 文
章
の

題
形
式 

選
択
式
六
問
、
記
述
式
二
問
［
漢
字
の
書
き
取
り
／
抜
き
出
し
問
題
］ 

種
類
／
ジ
ャ
ン
ル 

現
代
文
・
古
文
・
漢
文 

／ 

評
論
（
言
語
論
）
・
随
筆
・
小
説
・
物
語
・
詩
歌
・
そ
の
他 

〔
文
字
数
〕
約
三
七
〇
〇
字 
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※
問
題
難
易
度
：
Ｃ
難
問
、
Ｂ
合
否
を
分
け
る
問
題
、
Ａ
正
答
す
べ
き
問
題
、
を
示
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
文
化
・
言
語
は
人
間
の
生
活
全
体
な
の
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
言
葉
の
世
界
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
叫
び
声
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
言
葉
の
方
が
叫
び
声
よ
り
先
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
言
葉
が
叫
び
声
を
言
葉
に
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
言
語
に
は
起
源
は
な
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
そ
れ
は
も
と
も
と
文
化
と
し
て
あ
っ
た 

 
 

文
化
の
声
と
し
て
の
言
葉
へ
と
移
行
す
る 

 
 

・
文
化
に
は
始
ま
り
は
な
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

切
れ
目
が
あ
る 

●
小
問
別
／
難
易
度
・
出
題
内
容
分
析
・
解
答
の
ポ
イ
ン
ト
・
思
考
プ
ロ
セ
ス 

問
二
ノ
五
［
難
易
度
Ｂ
／
傍
線
部
理
解
・
傍
線
部
説
明
問
題
／
レ
］ 

問
二
ノ
四
［
難
易
度
Ａ
／
傍
線
部
理
解
・
傍
線
部
説
明
問
題
／
ヨ
］ 

問
二
ノ
三
［
難
易
度
Ａ
／
傍
線
部
理
解
・
傍
線
部
説
明
問
題
／
ト
］ 

問
二
ノ
二
［
難
易
度
Ｂ
／
記
号
形
式
に
よ
る
脱
文
挿
入
・
欠
文
補
充
問
題
／
ハ
］ 

問
二
ノ
一
［
難
易
度
Ａ
／
漢
字
の
書
き
取
り
（
知
識
問
題
）
／
Ｘ 

触
発 

 

Ｙ 

擬
人
］ 

１０
～
１５
段
落
の
対
比
構
造
の
中
に
傍
線
部
を
位
置
づ
け
て
考
え
る
。 

「
ど
う
い
う
こ
と
か
」
と
い
う
設
問
の
問
い
か
け
に
対
し
、
各
選
択
肢
が
「
〜
か
ら
」
と
理
由
を
答
え
る
言
い
方
に
な
っ

て
い
る
部
分
に
振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う
に
。
本
文
中
の
内
容
を
正
し
く
整
理
し
た
上
で
解
く
。
６
～
９
段
落
を
「
お
と
な
←

→
赤
ん
坊
」
の
対
比
で
整
理
。 

⑧
再
確
認
・
ま
と
め
（
２１
～
２２
段
落
） 

２１
段
落
＝
２
～
３
段
落
、
２２
段
落
＝
１
段
落 

傍
線
部
と
一
つ
後
の
文
と
の
「
言
い
換
え
」
関
係
〈「
決
定
的
な
何
物
か
が
欠
け
て
い
る
」
＝
「
言
語
生
活
の
欠
落
」
〉
を

見
抜
け
ば
い
い
。
解
き
方
は
簡
単
だ
が
、
「
言
い
換
え
を
探
す
」
と
い
う
視
点
を
外
す
と
何
を
選
ん
で
よ
い
か
わ
か
ら
な
く

な
る
問
題
。
ヘ
「
音
声
に
頼
ら
な
い
で
視
覚
に
よ
っ
て
の
み
意
思
伝
達
が
行
え
る
手
段
」
が
×
。
ト
「
言
語
体
験
」
が
本
文

と
一
致
。
チ
「
表
現
力
」
が
×
。
リ
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
が
×
。
ヌ
「
思
考
様
式
」
が
×
。 

・
一
種
の
進
化
論 

・
自
然
の
声
と
し
て
の
叫
び
声
が 

・
自
然
か
ら
文
化
が
発
生
し
た
と
考
え
る 

 

←
→
・
文
化
と
自
然
の
間
に
は
は
っ
き
り
と
し
た 

挿
入
文
中
の
指
示
語
に
注
目
。
「
赤
ん
坊
の
言
語
生
活
」
＝
「
こ
れ
」
＝
「
赤
ん
坊
も
音
を
聞
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
周

囲
の
人
間
た
ち
の
声
を
聞
い
て
い
る
」
（
空
所
Ｃ
直
前
）
の
つ
な
が
り
が
見
え
れ
ば
よ
い
。
空
所
前
後
の
厳
密
な
言
い
換
え

関
係
の
読
み
取
り
が
必
要
で
、
少
々
厄
介
な
問
題
。 

書
け
て
当
然
の
基
本
事
項
。 

 

タ 

「
叫
び
声
の
よ
う
に
言
語
に
よ
る
意
思
伝
達
の
困
難
な
音
声
は
文
化
の
所
産
と
は
呼
べ
な
い
」
が
矛
盾
。
本
文

全
体
を
理
解
し
て
か
ら
の
消
去
法
で
行
く
な
ら
、「
言
葉
…
そ
こ
か
ら
意
味
も
生
ま
れ
て
く
る
」
が
１６
段
落
以
降

と
矛
盾
と
考
え
た
方
が
楽
。 

 

ヨ 

「
赤
ん
坊
自
身
が
言
葉
を
理
解
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
」
が
筆
者
の
意
見
と
一
致
す
る
か
ど
う
か
は

即
断
で
き
な
い
が
、
他
の
選
択
肢
が
容
易
に
消
去
で
き
て
し
ま
っ
た
の
で
、
６
～
７
段
落
に
一
致
し
て
い
る
と
み

な
し
て
よ
い
。 

 

カ 

「
音
と
声
の
区
別
」
と
い
う
対
比
は
本
文
の
論
理
構
造
と
一
致
し
な
い
の
で
ズ
レ
。 

 

ワ 

「
文
化
へ
と
変
容
」
「
叫
び
の
段
階
は
ま
だ
自
然
の
声
」
が
矛
盾
。 

 

ヲ 

「
思
考
体
系
に
よ
っ
て
産
み
出
さ
れ
る
」
が
矛
盾
。 

 

ル 

「
叫
び
声
か
ら
言
葉
へ
と
育
ま
れ
る
…
そ
う
い
う
変
質
現
象
」
が
矛
盾
。 

 

そ
の
世
界
の
な
か
へ
と
取
り
込
ま
れ
る 
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ナ
・
ラ
・
ヰ
は
２
～
９
段
落
と
矛
盾
し
て
い
る
と
考
え
て
消
す
方
が
楽
か
も
し
れ
な
い
。 

 

ヰ 

本
文
の
対
比
構
造
で
は
「
人
間
が
言
語
を
道
具
と
し
て
使
う
」
の
で
は
な
く
「
言
葉
と
言
葉
が
互
い
に
こ
だ
ま
し
合
い

つ
つ
成
立
し
て
い
る
言
語
世
界
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
人
間
は
生
活
し
て
い
る
」
の
だ
か
ら
、
「
幼
児
は
意
味
も
分
か
ら

ず
に
言
葉
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
で
は
対
比
構
造
の
「
筆
者
の
意
見
」
と
一
致
し
な
い
。 

 

ウ 

本
文
の
対
比
構
造
の
「
筆
者
の
意
見
と
同
じ
側
」
に
一
致
。 

 

ム 

「
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
…
そ
こ
に
記
号
化
を
拒
否
す
る
主
体
的
な
意
思
が
存
在
し
て
い
る
」
と
い
う
論

理
の
う
ち
、「
記
号
化
を
拒
否
」
と
い
う
部
分
が
本
文
の
対
比
構
造
か
ら
は
導
き
出
せ
な
い
。 

 

ラ 

「
お
と
な
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
言
語
が
赤
ん
坊
の
成
長
過
程
で
内
在
化
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
言
語
世
界
が
成
立
す

る
」
が
矛
盾
。 

 

１６
～
１９
段
落
の
対
比
構
造
の
中
に
傍
線
部
を
位
置
づ
け
て
考
え
る
。 

 

ナ 

「
言
語
能
力
の
獲
得
に
は
先
天
的
な
条
件
が
必
要
」
が
矛
盾
。 

問
二
ノ
八
［
難
易
度
Ｂ
／
内
容
一
致
・
主
旨
理
解
問
題
／
ク
・
マ
］ 

問
二
ノ
七
［
難
易
度
Ａ
／
傍
線
部
理
解
・
傍
線
部
説
明
問
題
／
ウ
］ 

問
二
ノ
六
［
難
易
度
Ａ
／
記
述
形
式
に
よ
る
抜
き
出
し
問
題
／
『
表
示
さ
れ
る
も
の
』
］ 

基
本
的
な
解
法
に
基
づ
い
て
正
答
を
得
ら
れ
る
問
題
。
ま
ず
１７
段
落
内
部
で
の
対
比
構
造
の
中
に
傍
線
部
を
位
置
づ
け
て

考
え
る
。
傍
線
部
は
、
直
後
で
「
〜
こ
と
で
は
な
い
」
と
否
定
さ
れ
る
部
分
に
あ
り
、
筆
者
の
見
解
に
は
相
容
れ
な
い
も
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
１７
段
落
冒
頭
「
す
べ
て
の
も
の
は
言
葉
に
な
る
」
と
の
筆
者
の
見
解
は
、
１５
段
落
最
後
に
あ
る
「
言

語
が
す
べ
て
」
と
対
応
す
る
が
、
１６
段
落
は
、
「
い
い
か
え
れ
ば
」
で
始
ま
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
１５
段
落
最
後
＝
１７
段

落
冒
頭
の
筆
者
の
見
解
の
言
い
換
え
と
な
る
こ
と
は
、
明
ら
か
。
す
な
わ
ち
傍
線
部
４
の
あ
る
１７
段
落
と
１６
段
落
は
対
応

す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
１６
段
落
中
「
奥
に
表
示
さ
れ
る
も
の
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
」
と
い
う
箇
所
が
、
筆
者
の
見

解
に
相
容
れ
な
い
も
の
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
見
抜
く
。
傍
線
部
と
対
応
す
る
箇
所
で
あ
る
「
表
示
さ
れ
る
も
の
」
を
抜

き
出
せ
ば
よ
い
。 

以
上
の
よ
う
に
分
析
し
て
く
る
と
、
「
レ
と
ソ
で
迷
わ
せ
て
、
あ
と
は
相
対
比
較
に
よ
っ
て
レ
を
正
解
と
す
る
」
と
い
う

の
が
出
題
者
の
狙
い
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。 

総
合
的
な
難
易
度
を
Ｂ
と
し
た
が
、
ク
を
正
解
と
し
て
選
び
出
す
の
は
容
易
な
の
で
、
こ
ち
ら
は
難
易
度
を
Ａ
と
考
え
て

欲
し
い
。
マ
を
正
解
と
し
て
選
び
出
す
の
は
少
々
厄
介
な
の
で
、
こ
ち
ら
は
難
易
度
を
Ｂ
と
考
え
て
欲
し
い
。 

 

ネ 

「
人
間
が
自
然
と
の
共
生
か
ら
進
化
し
て
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
」
が
対
比
の
反
対
側
。 

 

ツ 

「
言
語
は
…
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
背
後
か
ら
支
え
て
い
る
」
が
ズ
レ
。
本
文
の
こ
の
箇
所
で
は
「
言
葉
（
文

化
）
が
先
か
、
叫
び
声
（
自
然
）
が
先
か
」
と
い
う
対
比
構
造
を
提
出
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
論
理
の
枠
組
み
が

ズ
レ
。
消
去
法
で
行
く
な
ら
、
１６
段
落
以
降
と
矛
盾
と
考
え
た
方
が
楽
か
も
し
れ
な
い
。 

 
ソ 

本
文
の
対
比
構
造
と
は
一
致
す
る
が
、「
そ
の
声
が
指
し
示
す
意
味
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
が
１６
段
落
以

降
と
矛
盾
。 

 

レ 

本
文
の
対
比
構
造
と
は
一
致
す
る
が
、
「
叫
び
声
の
理
解
も
言
葉
に
よ
る
判
断
や
認
識
を
通
じ
て
な
さ
れ
て
い

る
」
が
筆
者
の
意
見
と
一
致
す
る
か
ど
う
か
は
即
断
で
き
な
い
の
で
保
留
。 

オ 

「
言
葉
を
…
言
葉
の
彼
方
の
意
味
の
世
界
を
支
配
す
る
た
め
に
用
い
て
い
る
」
が
１６
～
１７
段
落
と
矛
盾
。 

ノ 

「
叫
び
声
か
ら
言
語
世
界
が
形
成
さ
れ
る
」
が
４
～
７
、
１３
～
１５
、
２１
～
２２
段
落
と
矛
盾
。 

ヤ 

「
言
語
は
契
約
に
よ
る
制
度
と
い
う
共
同
の
道
具
と
し
て
創
設
さ
れ
た
」
が
１４
～
１５
段
落
と
矛
盾
。 

ク 

「
記
号
的
言
語
の
交
換
以
外
の
通
じ
合
い
も
ま
た
言
語
で
あ
り
、
…
そ
こ
に
は
言
語
以
前
の
言
語
が
成
立
し
て
い

る
」
が
１４
～
１５
段
落
と
一
致
。 

ケ 

「
言
葉
に
よ
る
通
じ
合
い
は
、
意
味
の
交
換
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
機
能
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
」

マ 

「
言
語
が
わ
れ
わ
れ
の
意
識
的
自
我
を
超
え
て
存
在
す
る
」
が
本
文
の
ど
こ
に
対
応
す
る
か
わ
か
り
に
く
い
の
で
、

保
留
。 
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●
内
容
分
析 

●
学

う

。

そ
の
際
、
何
と
な
く
読

、
適
当
に
答
え
合
わ
せ
を
し
て
過
去
問
を
や
り
捨
て
る
と
い
う
態
度
は
も
ち
ろ
ん
厳
禁
。

同
内
容
の
反
復
や
対
比
構
造
と
い
っ
た
「
文
章
構
成
」
を
意
識
し
な
が
ら
本
文
を
整
理
し
、
そ
こ
に
書
か
れ
る
内

容
を
自
ら
の
「
問
題
意
識
」
と
し
て
吸
収
し
つ
つ
、
分
か
ら
な
い
語
句
を
丹
念
に
辞
書
で
調
べ
て
「
語
彙
力
」
を

充
実
さ
せ
る
と
い
っ
た
、
総
合
的
な
現
代
文
力
の
錬
成
を
心
が
け
る
べ
き
で
あ
る
。 

【
三
】 

「
意
味
の
交
換
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
…
こ
の
種
の
関
係
性
こ
そ
が
人
間
を
本
来
の
人
間
た
ら
し
め
て
い
る
」
い
ず
れ
の

論
理
も
１６
～
１９
段
落
の
対
比
構
造
に
お
い
て
「
筆
者
の
意
見
と
は
反
対
側
」
の
意
見
に
対
応
す
る
の
で
×
。 

最
終
的
に
、
消
去
法
で
い
く
と
選
択
肢
マ
が
残
る
。
そ
こ
で
再
検
討
す
る
と
、
「
言
語
が
わ
れ
わ
れ
の
意
識
的
自
我
を
超

え
て
存
在
す
る
」
は
１６
～
１９
段
落
の
対
比
構
造
の
「
筆
者
の
意
見
と
同
じ
側
」
に
対
応
す
る
と
み
な
せ
る
た
め
、
ク
に
加

え
て
マ
を
正
解
と
す
る
。 

習
対
策 

本
学
部
の
よ

な
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
現
代
文
問
題
に
対
応
可
能
な
能
力
は
、
突
然
降
っ
て
湧
く
も
の
で
は
な
い

他
学
部
も
含
め
た
早
大
・
上
智
大
な
ど
の
高
度
な
問
題
に
数
多
く
挑
戦
し
、
着
実
に
実
力
を
培
う
必
要
が
あ
る
。

み

中
で
も
、
問
三
ノ
二
や
問
三
ノ
四
の
よ
う
な
、
傍
線
部
の
趣
旨
理
解
を
問
う
説
明
問
題
が
他
学
部
を
含
め
、
設

問
の
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
「
指
示
語
」
や
「
接
続
語
」
な
ど
の
論
理
展
開
を
示
す
目
印
を
手
が
か
り
に
、

そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
筆
者
の
表
現
を
正
確
に
咀
嚼
し
て
、
自
分
の
も
の
と
し
て
理
解
し
な
が
ら
読
む
と
い
う
最

も
基
本
的
な
読
む
力
の
訓
練
を
欠
か
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
学
習
に
余
裕
の
あ
る
諸
君
は
、
新
聞
の
コ

ラ
ム
や
新
書
な
ど
ま
で
読
書
の
幅
を
広
げ
、
普
段
か
ら
法
学
部
の
出
典
と
な
る
よ
う
な
、
大
学
に
籍
を
置
く
研
究

者
の
文
章
に
目
を
通
し
て
お
く
の
も
効
果
的
で
あ
る
。 

設
問
は
長
文
の
選
択
肢
が
多
い
の
で
、
普
段
か
ら
選
択
肢
の
正
否
の
「
根
拠
を
意
識
し
て
」
解
答
す
る
習
慣
を
。

ま
た
、
こ
こ
数
年
定
着
傾
向
の
あ
る
要
約
問
題
に
対
処
す
べ
く
、
一
〇
〇
字
程
度
の
本
文
要
約
に
挑
戦
す
る
こ
と

も
必
須
の
作
業
で
あ
ろ
う
。
記
述
対
策
と
し
て
、
過
去
問
以
外
に
も
国
公
立
大
学
の
問
題
、
特
に
東
京
大
学
の
二

次
試
験
の
現
代
文
問
題
に
挑
戦
す
る
の
も
良
い
。 

し
ば
し
ば
誤
解
さ
れ
る
が
、
現
代
文
は
決
し
て
感
性
の
み
の
成
長
不
能
な
教
科
で
は
な
い
。
た
だ
、
要
約
の
採

点
な
ど
、
現
代
文
は
一
人
で
学
習
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
正
し
い
指
針
を
与
え
ら
れ
る
場
が
少
な
い
の
が
現
実
で

あ
る
。
お
茶
ゼ
ミ
の
授
業
を
含
め
、
有
効
な
学
習
の
機
会
を
貪
欲
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。 

本
文
は
、
制
度
を
規
定
す
る
規
則
の
意
味
・
概
念
が
ど
の
よ
う
に
成
立
す
る
の
か
を
哲
学
的
に
考
察
し
た
文
章
。
大
問
「
二
」

に
比
べ
、
抽
象
的
な
内
容
を
硬
質
な
表
現
で
記
し
て
お
り
、
手
強
い
印
象
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
「
第
一
の
可
能

性
は
、
～
」
「
第
二
の
可
能
性
は
、
～
」
「
一
例
と
し
て
～
」
「
以
上
の
考
察
が
示
し
て
い
る
の
は
～
」
な
ど
、
議
論
の
展
開
を

示
す
目
印
が
段
落
の
冒
頭
に
明
確
に
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
を
意
識
し
な
が
ら
読
解
す
れ
ば
、
文
章
構
造
の
把
握
は
そ
れ
ほ

ど
困
難
で
は
な
い
。
「
テ
ー
マ
は
何
で
」
、「
筆
者
は
何
を
否
定
し
て
い
て
」
「
何
を
肯
定
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
端
的
な
全
体

像
を
思
い
描
く
こ
と
を
優
先
し
よ
う
。
具
体
例
の
分
量
も
多
い
の
で
、
予
想
外
に
シ
ン
プ
ル
な
本
文
整
理
が
で
き
る
は
ず
だ
。 

時
間
配
分
の
目
安 

35
／

90
分 

〔
出
典
〕 

鬼
界
彰
夫
「
「
私
」
は
な
ぜ
存
在
す
る
の
か
―
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
か
ら
原
制
度
的
世
界
へ
」 

お
茶
ゼ
ミ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
関
連 

高
三
Ｏ
Ｓ
国
語
・
現
代
文
・
十
二
月
・
一
月
期 

予
想
配
点 

20
／

50
点 

出
題
形
式

文
章
の

 

選
択
式
五
問 

［
空
所
補
充
問
題
一
題
／
傍
線
部
説
明
問
題
三
題
／
本
文
内
容
一
致
問
題
一
題
］・
論
述
問
題
一
題
［
本
文
要
約
問
題
］

種
類
／
ジ
ャ
ン
ル 

現
代
文
・
古
文
・
漢
文 

／ 

評
論
（
制
度
・
規
則
論
）
・
随
筆
・
小
説
・
物
語
・
詩
歌
・
そ
の
他 

〔
文
字
数
〕
約
三
五
〇
〇
字 
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●
小
問
別
／
難
易
度
・
出
題
内
容
分
析
・
解
答
の
ポ
イ
ン
ト
・
思
考
プ
ロ
セ
ス 

 
 
 
 

※
問
題
難
易
度
：
Ｃ
難
問
、
Ｂ
合
否
を
分
け
る
問
題
、
Ａ
正
答
す
べ
き
問
題
、
を
示
す 

問
三
ノ
一
［
難
易
度
Ｂ
／
空
所
補
充
問
題
／
Ｘ 

ロ 
 

Ｙ 

チ
］ 

早
大
法
学
部
で
は
頻
出
の
空
所
補
充
問
題
。
（
Ｘ
）
は
、
直
後
の
「
と
い
う
制
度
本
来
の
役
割
」
に
注
目
し
て
、「
制
度
」

に
つ
い
て
の
記
述
の
あ
る
第
１
段
落
に
注
目
す
る
。
あ
く
ま
で
も
「
我
々
」
の
「
人
間
的
世
界
」
を
支
配
し
て
い
る
「
制
度
」

な
の
で
、
イ
は
「
社
会
の
方
向
」
が
お
か
し
い
。
（
Ｙ
）
は
ト
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
が
、
二
つ
目
の
空
欄
直
前
の
接
続
語
「
す

な
わ
ち
」
に
注
目
す
る
と
、
「
制
度
の
存
在
」
と
「
規
則
の
成
立
に
先
立
っ
て
」
が
言
い
換
え
と
し
て
調
和
せ
ず
、
排
除
可

能
と
な
る
。
そ
こ
で
、
よ
り
広
く
文
章
を
眺
め
、
前
段
落
で
述
べ
ら
れ
た
「
第
一
の
可
能
性
」
と
の
対
比
関
係
を
踏
ま
え
て

解
答
す
る
。 

問
三
ノ
二
［
難
易
度
Ｂ
／
傍
線
部
理
解
・
傍
線
部
説
明
問
題
／
カ
］ 

傍
線
部
の
趣
旨
を
答
え
る
説
明
問
題
。
ま
ず
は
、
傍
線
部
に
「
そ
れ
ら
」
と
い
う
指
示
語
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目

し
、
そ
れ
以
前
の
文
脈
を
丁
寧
に
辿
っ
て
内
容
を
押
さ
え
れ
ば
、
解
答
は
導
け
る
。
あ
く
ま
で
も
「
解
釈
」
そ
の
も
の
の
多

様
性
で
あ
っ
て
、
ワ
の
よ
う
な
「
解
釈
を
す
る
た
め
」
の
「
多
様
な
立
脚
点
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
」
で
は
、
本
文
の
内
容

と
ず
れ
て
し
ま
う
。 

問
三
ノ
三
［
難
易
度
Ｂ
／
傍
線
部
理
由
説
明
問
題
／
ツ
］ 

条
文
の
理
解
を
支
え
る
「
原
制
度
概
念
」
の
確
立
は
何
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
の
か
を
、
常
識
や
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
に
頼
っ

て
作
り
出
す
の
で
は
な
く
、
第
３
段
落
以
降
の
「
第
二
の
可
能
性
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
記
述
か
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
た

か
ど
う
か
が
勝
負
。 

問
三
ノ
四
［
難
易
度
Ａ
／
傍
線
部
理
解
・
傍
線
部
説
明
問
題
／
ム
］ 

傍
線
部
の
趣
旨
を
説
明
す
る
問
題
。
問
三
ノ
二
と
同
様
に
、
こ
こ
に
も
傍
線
部
に
「
そ
う
し
た
行
為
」
と
い
う
指
示
語
が

含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
指
示
語
の
指
示
対
象
を
正
し
く
つ
か
め
ば
容
易
。 

問
三
ノ
五
［
難
易
度
Ｂ
／
内
容
一
致
・
主
旨
理
解
問
題
／
オ
］ 

本
文
の
内
容
に
「
合
致
し
な
い
」
も
の
を
一
つ
選
ぶ
の
だ
が
、
こ
の
問
の
選
択
肢
が
本
出
典
の
直
前
ま
で
の
文
章
か
ら
任

意
に
抽
出
し
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
解
答
を
大
変
厄
介
に
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ノ
「
そ
れ
を
使
っ
て
真
剣
に
生
き
て

い
る
」
や
、
ク
・
ヤ
の
「
貨
幣
ご
っ
こ
」
な
ど
の
よ
う
に
、
問
題
文
に
は
直
接
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
出
典
の
直
前
ま
で

に
は
記
さ
れ
て
い
る
な
ど
と
い
う
不
可
思
議
な
状
況
が
作
り
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
残
念
な
事
態
に
直
面
し
た

場
合
で
あ
っ
て
も
、
あ
わ
て
て
目
に
付
い
た
選
択
肢
に
飛
び
つ
い
て
は
な
ら
な
い
。
「
合
致
し
な
い
」
も
の
は
「
一
つ
」
し

か
な
い
の
だ
か
ら
、
選
択
肢
相
互
を
比
較
・
検
討
し
た
上
で
、
「
書
い
て
い
る
、
書
か
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
基
準
で
正
否

を
判
断
す
る
こ
と
を
諦
め
、
「
問
題
文
の
趣
旨
と
顕
著
に
齟
齬
を
き
た
し
て
い
る
も
の
」
を
優
先
し
て
選
択
す
る
よ
う
方
針

転
換
を
す
る
、
冷
静
な
判
断
力
に
よ
っ
て
活
路
を
見
出
し
た
い
。
す
る
と
、
オ
の
「
人
々
の
貨
幣
に
関
す
る
一
致
が
行
為
と

判
断
に
お
い
て
で
は
な
く
、
制
度
と
習
慣
か
ら
生
じ
て
い
る
」
と
い
う
部
分
が
、
第
３
段
落
前
半
の
記
述
と
明
ら
か
に
矛
盾

す
る
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
だ
。 

問
三
ノ
六
［
難
易
度
Ｂ
／
本
文
要
約
問
題
］ 

・ 

制
度
を
規
定
す
る
規
則
に
関
す
る
概
念
は
、
概
念
同
士
が
相
互
に
定
義
し
合
う
体
系
を
構
成
し
、
多
様
な
解
釈
が
存

在
す
る
仕
組
み
か
ら
で
は
な
く
、
実
践
の
最
小
単
位
で
あ
る
原
制
度
概
念
が
、
言
語
的
な
説
明
以
前
の
実
践
の
参
加
を

通
じ
て
、
人
々
と
の
行
為
と
判
断
に
お
け
る
一
致
を
み
る
こ
と
か
ら
成
立
す
る
。
（
一
二
〇
字
） 

一
一
〇
字
～
一
二
〇
字
で
本
文
を
要
約
す
る
問
題
。
法
学
部
の
記
述
問
題
は
、
設
問
文
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
の
が
特

徴
。
ま
ず
そ
の
指
示
を
よ
く
読
ん
で
、
「
何
を
書
く
か
」
に
つ
い
て
解
答
の
骨
格
を
組
み
立
て
て
か
ら
書
き
始
め
る
べ
き
で

あ
る
。
今
回
も
「
制
度
」
「
解
釈
」
「
実
践
」
の
三
語
を
用
い
る
と
い
う
指
示
を
む
し
ろ
ヒ
ン
ト
に
す
る
と
よ
い
。
そ
の
指
示

と
本
文
の
構
成
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
「
筆
者
の
問
題
提
起
」
（
第
１
段
落
）
→
「
第
一
の
可
能
性
の
否
定
」
（
第
２
段
落
）
→

「
第
二
の
可
能
性
の
肯
定
」
（
第
３
～
５
段
落
）
と
い
う
か
た
ち
で
ま
と
め
る
と
、
時
間
内
で
的
確
な
要
約
を
書
き
上
げ
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
。 
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